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旧三島家長屋門 久留米市篠山町270篠山小学校内
平成 13年7月23日指定

かりづかばし

この門は久留米城の外堀に架けられた橋の一つである狩塚橋を渡り、城内に入ったところの正面にあった
らざょう おうままわnぐみ

梶村家の長屋門です。梶村家は30 0石の知行を持つ、御馬廻組を勤めた久留米藩士の家です。

明治30年代から屋敷地と建物が三島家の所有となり 、平成13年 5月に久留米市に建物が寄附されるま

で管理されてきたことから、 1日三島家長屋門を指定名称としています。
いりもやづく さんかわらぶさ けたゆき はりゆき

木造ー貯、入母屋造り、桟瓦葺の長屋門で、桁行6間、梁行2聞の規模をもち、門の両側に部屋がつきます。扉
にじゅうは1）こうぞう

筋には中央の主出入り 口と右側に脇扉がつきます。小屋組は和小屋で二重梁構造です。
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この門部分の特徴は扉上部の梁の部分で、屋根裏の牛梁をうける梁と桁をうける梁が2段に分かれ、扉上
ごへいばしら 血まいた

部に突出し、扉筋の4本の柱は五平柱で堂々とした柱を使用しているところです。柱下部には袴板が付き、扉
くざかくしかなく＇

には釘隠金具が打たれ、武家門としての意匠を表しています。
すみがき とうりょう おんて

建築年代は不明でしたが、解体移築の過程で墨書が発見され、天保11(1840)年の建立で、棟梁は藩の御手
だいく みまさいちざえもん

大工であった三牧市左衛門であることが判明しました。

平成 13年度事業で通町の三島家敷地から現在地へ移築復元されました。久留米城下町に残る武家屋敷の

家構の一つであり、江戸時代の久留米の歴史を語る貴重な建造物です。

長屋門の移築

この長屋門は今回の移転で2回目の移転になります。 1回目は大正6年(1917)頃櫛原へ抜ける道路が建設

された時に、この三島家の敷地を南北に二分するように道路が建設されたため、北側にあったものを南側の

敷地に移転させたものです。これが市民に親しまれていた三局邸の長屋門です。

今回は門前の道が狭く交通砿も多く近寄りづらく、門の背後も駐車場として使われるなど、見学などの活

用が難しいため、建物の寄瞳を受け、篠山小学校の敷地内に移築復元したものです。
くるわ そとぐるわ

移築先を篠山小学校としたのは、この長屋門があった地区は久留米城の第4の郭である外郭の一角にあた

るため移転先を同じ歴史的な由緒を持つ外郭内を検討した結果、篠山小学校が最適と判断しました。この小

学校は篠山校区の中心にあり、この建物を保存することで武家屋敷地であったこの地区の歴史を具体的に示

すことができ、あわせて、学校での歴史学習などの教材として活用できることなどが主な理由です。将来はこ

の学校を卒業した子ども達の思い出として生き続け、校区のシンボルとして親しまれることを願っています。

屋根の復元模型

展示の内容

長屋門の部屋を展示室として利用しています。移築・復元の過程を示

すパネル、篠山小学校の位置を示すパネルと実際使用されていた瓦・釘・

金具などを展示しています。また、屋根部分の復元は解体過程で判明し

た技法に基づいて、 当初の鬼瓦・丸瓦などを用い製作されました。七壁

の構造がわかる模製も展示しています。この二点の復元模型はこの移

築復元工事に携われた下川賞氏が製作され、寄贈をうけたものです。

移築前の三島邸の長屋門（北西から） （＇98年10月30日撮影）
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